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哺乳類では、暑さや寒さといった外界の温度を、末梢神経に存在する特異的受容体で感じています。

また、約 43 度以上と約 15 度以下では温度感覚に加えて、痛みをもたらします。 
これまでに、9 つの温度感受性イオンチャンネルが確認されています。これらは TRP (transient 

receptor potential) サブファミリーに分類され、感覚神経や皮膚に発現しています。これらのうち、TRPA1 
(TRP cation channel, subfamily A, member 1) は冷刺激イオンチャンネルとして報告されました。TRPA1 
は、ヒトにおいて痛みを感じる 17 度以下の冷刺激によって活性化されます。 
侵害性冷刺激に加えて、 TRPA1 はマスタード、ニンニク、シナモンに含まれる刺激成分によって

活性化されるほか、TRPV1/VR1 (capsaicin/heat receptor) と感覚神経細胞で共発現することが分かってい

ます。 さらに TRPA1 は、有毛細胞の機械受容伝達チャンネルであることも示唆されています。 
痛みの伝達、機械刺激、侵害性冷刺激などのメカニズム解明の研究に本抗体をご使用下さい。 
 
 

 
容量 50µg（200µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース (安定化タンパク質), 0.1% Proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて低温保存されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。. 

製造方法 マウス TRPA1 の部分ペプチド (12-24 アミノ酸残基) を免疫したウサギの抗血清よ
り、ペプチドアフィニティカラムにて精製。 

使用濃度 ウエスタンブロッティング ：1.6 µg/ml 
免疫沈降 ：1.6 µg/ml 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

研究用試薬

温度感受性 TRP チャネル 

抗マウス TRPA1 ポリクローナル抗体 
 

Sample: HEK293 cells overexpressing mouse TRPA1 
(cell membrane fraction) 
 
（左）ウエスタンブロッティング 
（右）免疫沈降 
 
提供: 
自然科学研究機構 岡崎統合バイオサイエンスセンター 
生命環境研究領域 細胞生理研究部門 
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